
65

報 告

哺乳類科学　51(1)：65-69，2011

©日本哺乳類学会

丹沢山地におけるニホンモモンガPteromys momongaの

営巣木の特徴

鈴木　　圭 1,2， 嶌本　　樹 3， 滝澤　洋子 4， 上開地広美 5， 安藤　元一 5， 柳川　　久 1,2

1岩手大学大学院連合農学研究科

2帯広畜産大学野生動物管理学研究室

3日本大学生物資源科学部獣医学科

4NPO法人かながわ森林インストラクターの会

5東京農業大学野生動物学研究室

摘 要

本研究はニホンモモンガ Pteromys momongaの生息に

必須な資源であると考えられる樹洞について，スギ

Cryptomeria japonicaやヒノキ Chamaecyparis obtusaの利

用実態を明らかにすることを目的とした．本種の営巣確

認を 2005 年 3 月から 2010 年 4 月の間に神奈川県丹沢山

地の針広混交林で行った．その結果，ニホンモモンガの

営巣は広葉樹の樹洞木20本のうち1本，針葉樹の樹洞木

23本（スギ21本，ヒノキ2本）のうち8本で確認され，

営巣のために針葉樹の樹洞木を多く利用していることが

明らかになった．また針葉樹の営巣木はすべてスギで

あった．スギ・ヒノキにおける営巣木の樹高，胸高直径

および樹洞の高さはそれぞれ25.6±3.7（平均±SD）m，

50.3±11.2 cmおよび6.2±0.6mで，営巣が確認されな

かった樹洞木との間に有意差は認められなかった．

は じ め に

滑空性齧歯類の多くは繁殖や日中の休息などの営巣場

所に樹洞を利用するため，樹洞はその生息に欠かすことが

できない資源である．そのためタイリクモモンガPteromys

volans（Hanski et al. 2000b；浅利ほか 2009；Nakama and

Yanagawa 2009）やアメリカモモンガ Glaucomys volans

（Taulman 1999；Holloway and Malcolm 2007）あるいは

オオアメリカモモンガ G. sabrinus（Bakker and Hastings

2002；Cotton and Parker 2000；Meyer et al. 2005）では営巣

する樹洞や樹洞木の特徴が数多く研究されてきた．

ニホンモモンガ Pteromys momongaは日本固有種であ

り，本州，四国および九州に生息するが，現在6割以上の

都府県で絶滅が心配されている．本種は樹洞や巣箱を営

巣場所とすることが知られており，巣箱による観察例は，

本州（佐藤1997；山口1997；安藤2005；鈴木ほか2008），

四国（中西ほか2002；矢野2008）および九州（坂田ほか

2009）など日本各地にある．しかし樹洞巣については確認

が困難であることもあり，若干の観察例があるのみで（大

迫1996；岩崎・高橋2009；川道2009），樹洞木の樹種や

樹高あるいは胸高直径などの特徴はわかっていない．

本種は，丹沢山地においてスギ Cryptomeria japonica・

ヒノキ Chamaecyparis obtusaの植林地や天然林で構成さ

れる単一の林よりも，これらの林がパッチ状に混交する

林に多く生息することが知られている（鈴木ほか2008）．

また樹幹に向けて設置された自動撮影によると，本種は

スギでよく確認される（鈴木ほか2009）．したがって，本

種はスギ・ヒノキ植林地を頻繁に利用していると考えら

れるが，本種に対するスギ・ヒノキ植林地の役割はわかっ

ていない．そこで本研究は，ニホンモモンガの生息に必

須な資源であると考えられる樹洞について，スギやヒノ

キにおける利用実態を明らかにすることを目的とした．

調 査 地

神奈川県の丹沢山地内の約850 ha（35° 25～ 27′N，139°

07～ 12′E）のうちおよそ55 haで調査を行った．調査期間

は2005年 3月および6月，2007年 12月，2008年 5月～

6月，2009年 6～ 7月と 11～ 12月および2010年 2月と

4月の延べ22日間であった．なお，本調査地のニホンモ

モンガは神奈川県によって絶滅危惧 II類に指定されてい
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る（広谷 2006）．また本調査地はスギやヒノキの植林地

と天然林がパッチ状に混交する林で，これまで巣箱に

よって多く観察されているため（鈴木ほか 2008），本調

査も同様の環境を選択した．

調査地の一部は，安藤ほか（2007）に植生が記載され

ている．河畔林は樹高 8 ～ 15m 程度のフサザクラ

Euptelea polyandraなどからなるタマアジサイ－フサザク

ラ群集によって構成される．河畔林の周囲には，アカシ

デ－クマシデ群落，フクオウソウ－ミズナラ群集の天然

林あるいは二次林と樹高20m程度のスギ・ヒノキ植林地

が数haから数10 ha以上ごとのパッチ状に混交していた．

また本調査地のうち，安藤ほか（2007）に記されていな

い地域も同様の環境であった．

調 査 方 法

1．営巣確認

はじめに，日中に洞を有する樹木（以下，樹洞木）を

探索した．樹冠内部の樹洞は探すことが困難であったた

め，本研究では地上から 12mまでの樹洞を対象とした．

またニホンモモンガは出入口径 3.5 cmの巣箱を利用で

きるため（坂田ほか 2009），それ以上の樹洞口径を対象

とした．営巣確認を 2005 年に針葉樹 1本，広葉樹 1本，

2007 年に針葉樹 13 本，広葉樹 7 本，2008 年に針葉樹

4本，広葉樹 12 本，2009 年および 2010 年にそれぞれ針

葉樹 3本の樹洞木で行った．また，営巣確認のために樹

洞木において，夜間に出巣観察を行った．出巣観察はモ

モンガ類の中でニホンモモンガと近縁であるタイリクモ

モンガ（Oshida et al. 2000）の出巣時刻（柳川ほか1991；

山口・柳川 1995）を参考に，日没時刻の約 20分前から

1時間後までとした．日没時刻については，国立天文台

の横浜の日没時刻を参考にした．ただし日中の樹洞探索

時に本種が調査者の気配を察して出巣した場合は営巣し

ている樹（以下，営巣木）と判断し，個体にストレスを

与えないようにその場から立ち去り，夜間の出巣観察を

行わなかった．それ以外の樹洞木については出巣観察を，

営巣木Hのみ5回行ったが（Table 1），それ以外は1回と

した．また調査を行った樹洞木のうち，ムササビPetaurista

leucogenysの営巣木（スギ）が1本確認されたが，ムササビ

の存在によってニホンモモンガが営巣できない可能性が

あるため，以下の営巣木の特徴の解析には含めなかった．

2．営巣木の特徴

ニホンモモンガの営巣木の特徴を明らかにするため

に，発見されたすべての樹洞木について，（1）樹木タイ

プ（スギ・ヒノキあるいは広葉樹），（2）樹高および（3）

胸高直径あるいは（4）樹洞高といった環境要素を記録し

た．樹高および胸高直径については，他のモモンガ類の

営巣選択性の研究で検証されているため（Carey et al.

1997；Hough and Dieter 2009），調査項目に含めた．また

ニホンモモンガ（大久保・安藤2005）やオオアメリカモ

モンガ（Harestad 1990）は，より高位置に設置された巣

箱を良く利用するため，樹洞高についても調査項目とし

た．なお 1本の樹木に複数の樹洞がある場合の樹洞高に

ついては，営巣木では出巣した樹洞を計測した．一方，

営巣が確認されなかった樹洞木（以下：営巣未確認木）

について，本種は高位置の巣箱を良く利用することから

（大久保・安藤2005），最も上の樹洞を調査対象とした．

樹木タイプの間で，樹高，樹洞高，胸高直径を比較し

た．また，スギ・ヒノキにおける本種の営巣木の特徴を

知るために，針葉樹のみで樹高，胸高直径および樹洞高

に対する営巣木と営巣未確認木の比較を行った．比較に

はロジスティック回帰分析を用いた．

アメリカモモンガ（Harlow and Doyle 1990）やオオア

メリカモモンガ（Maser et al. 1978；Mitchell 2001）など

のアメリカモモンガ属では菌類を採食するため，菌類が

多く生息する湿気の多い沢沿いを好むとされる（Muul

1968；Meyer et al. 2005）．しかし本調査地はいずれも沢

付近であったため他のモモンガ類で変数として利用され

ることの多い沢までの距離は考慮しなかった．

結 果

調査地内で営巣確認を行った結果，スギ21本，ヒノキ

2本，広葉樹 20本，計 43 本のうち，9本（A～ I）の樹

Table 1. Nest tree species of Japanese flying squirrels, and nest

ascertainment date

Nesting 

tree
Nesting tree species

Nesting 

ascertainment date

A Unknown broad-leaved tree 3 Mar. 2005

B Cryptomeria japonica 19 Dec. 2007

C Cryptomeria japonica 4 May 2008

D Cryptomeria japonica 18 May 2008

E Cryptomeria japonica 13 Jun. 2008

F Cryptomeria japonica 24 Jun. 2009

G Cryptomeria japonica 2 Jul. 2009

H Cryptomeria japonica 23 Nov. 2009

29 Nov. 2009

6 Dec. 2009

6 Apr. 2010

12 Apr. 2010

I Cryptomeria japonica 14 Feb. 2010
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洞木で季節を問わずにニホンモモンガの営巣が確認され

た（Table 1）．樹木タイプについてみると，針葉樹が 23

本，広葉樹が20本で，そのうち営巣木はそれぞれ8本と

1 本であった．いずれの営巣木でも確認できたのは 1個

体ずつで，営巣が確認された樹洞入口の長径および短径

の平均±SDは8.2±2.2（幅4.6–12.0）cmおよび6.9±1.5

（幅 4.6–9.0）cmであった．

営巣木の樹高および胸高直径の平均は 23.4±7.4（平

均±SD）mおよび48.8±11.4 cmで，樹洞高は5.7±2.0m

であった．一方，営巣未確認木の樹高および胸高直径は

18.9±8.5mおよび41.2±17.8 cm，樹洞高は5.5±3.0m

であった．しかし，本調査地では，広葉樹種に比べて針

葉樹種において，樹高，樹洞高が有意に高く，胸高直径

が有意に大きい傾向があった（Table 2）．そのため，ス

ギ・ヒノキのみで，樹高，胸高直径および樹洞高に対す

る営巣木と営巣未確認木を比較すると（χ2＝5.6361，

P＝0.1307），いずれの 3 変数とも有意差は認められな

かった（Table 3）．

考 察

本研究ではニホンモモンガの営巣木を 9本特定するこ

とができ，本種が広葉樹だけではなくスギ・ヒノキに多

く営巣していることがわかった．またスギ（21本）やヒ

ノキ（2 本）の樹洞木のうち，営巣木はいずれもスギで

あった（Table 1）．他のモモンガ類では，高樹高木や胸

高直径の太い木に良く営巣することが知られている

（Hackett and Pagels 2003；Menzel et al. 2004）．しかし，本

調査地のスギ・ヒノキについてだけみてみると，ニホン

モモンガは樹高，樹洞高，胸高直径に選択性がみられな

かった（Table 3）．本調査地のようにスギ・ヒノキ植林

地と広葉樹林が数 haから数 10 haごとのパッチ状に混交

するような環境の場合，スギの樹洞木がニホンモモンガ

の営巣場所として利用されることが明らかになった．

ニホンモモンガは，丹沢山地の巣箱調査において，い

ずれもスギの樹皮を巣材として利用していたことが確認

されている（鈴木ほか 2008）．さらに他地域でも巣箱や

樹洞内営巣にはスギの樹皮を裂いた巣材を利用するとい

う報告が頻繁にみられる（阪口 1957；大迫 1996；深町

2004；安藤 2005；矢野 2009）．ニホンモモンガの食性の

詳細については不明であるが，積雪期にはスギ花粉を採

食すること（市川ほか2004）や飼育下ではスギの葉を採

食すること（岩崎・高橋2009）が知られる．

営巣木がスギであることやその周囲にスギがあること

は巣材や餌を容易に採取でき，巣材として樹皮を剥いで

から樹洞内に持ち込むまでの移動距離を短くすることが

可能である．すなわち，このような行動的なコストの削

減は，モモンガ類の捕食者である食肉目（Hanski et al.

2000a；Murakami 2003）やフクロウ類（Korpimaki and

Sulkava 1987；Carey et al. 1992；Forsman et al. 2004）に捕

食される確率を下げることに繋がると考えられる．
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ABSTRACT

Nest site characteristics of Pteromys momonga in the Tanzawa Mountains

Kei Suzuki1,2,*, Tatsuki Shimamoto3, Yoko Takizawa4, Hiromi Kamigaichi5, Motokazu Ando5 and Hisashi Yanagawa1,2

1The United Graduate School of Agricultural Sciences, Iwate University, Morioka 020-8550, Japan
2Laboratory of Wildlife Ecology, Obihiro University of Agriculture and Veterinary Medicine, Obihiro 080-8555, Japan
3Department of Veterinary Medicine, College of Bioresource Sciences, Nihon University, Fujisawa 252-8510, Japan
4NPO Kanagawa Forest Instructor Association, Atsugi 243-0014, Japan
5Laboratory of Wild Animals, Tokyo University of Agriculture, Atsugi 243-0034, Japan
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Tree cavities appear to be important nest resources for Japanese flying squirrels, Pteromys momonga.  The purpose of this

study was to clarify the status of the use of tree cavities in Cryptomeria japonica and Chamaecyparis obtusa by Japanese flying

squirrels.  We located research sites for the nesting of Japanese flying squirrels in a patchily mixed forest consisting of coniferous

plantations, C. japonica and C. obtusa, and broad-leaved tree woods in the Tanzawa Mountains, Kanagawa Prefecture.  From

March 2005 to April 2010, nest sites of Japanese flying squirrels were confirmed in only 1 of 20 broad-leaved trees, and in 8 of

23 conifers (21 trees of Cryptomeria japonica and 2 trees of Chamaecyparis obtusa), showing that conifers were significantly more

nested than broad-leaved trees and the coniferous trees nested were all Cryptomeria japonica.  In all conifers with nests, the

measurements of the tree height, the diameter at breast height and the cavity height were 25.6±3.7 (mean±SD) m, 50.3±11.2 cm

and 6.2±0.6 m, respectively.  On the other hand, in all the conifers without nests, these measurements were 27.3±1.2 m, 45.5±9.3

cm and 7.5±0.6 m, and these three variables did not differ significantly between the trees with and without nests.

Key words: Japanese flying squirrel, Pteromys momonga, nest site, tree cavity, the Tanzawa Mountains

受付日：2010年 9月 28日，受理日：2010年 12月 8日

著　者：鈴木　圭*・柳川　久，〒080-8555 北海道帯広市稲田町西2線11番地　帯広畜産大学野生動物管理学研究室　

* pteromys@mail.goo.ne.jp

嶌本　樹，〒252-8510 神奈川県藤沢市亀井野1866　日本大学生物資源科学部獣医学科

滝澤洋子，〒243-0014 神奈川県厚木市旭町1-8-14　NPO法人かながわ森林インストラクターの会

上開地広美・安藤元一，〒243-0034 神奈川県厚木市船子1737　東京農業大学野生動物学研究室

Ｅ


